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看護補助者院内研修 

 

■毎月１回開催 毎月第１火曜日 16：15～17：00 

構成メンバー：看護総師長・副総看護師長・看護補助者 

 

【目 的】 

1. 看護チームの一員として看護補助者が担う役割と責務を理解し、良質な看護サービ

スの提供に向けて看護補助者としての役割を明確にする 

2. 看護補助者業務基準及び業務マニュアルを共有することにより看護補助者が提供す

る看護ケアの質の向上を図る 

3. 各部署の看護補助者の連携を図り、看護補助者が抱えている現場の課題を共有し検

討・解決策の場とする 

【目 標】 

1. 看護補助者の業務内容・実施可能な業務範囲を正しく認識する。 

2. 看護補助者としての対応能力を高めるため研修企画に参加する。 

3. 看護職とのコミュニケーションを促進し看護補助者のやりがい感につなげる。 

【教育・研修項目】  別紙参照 

【活動計画】  別紙参照 

【研修風景】 

１）感染対策研修  

e-ラーニング視聴 「新型コロナウイルスが変えた医療現場」 ※アンケート提出 
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 ２）個人防護具：PPE（Personal Protective Equipment）の着脱法 実践  

        

 

【研修感想】 

・標準予防策を徹底してやってきた、意識した 1 年。 

リネン庫などの整備で利用しやすくなった。次年度は業務の見直しを図りたい。 

・標準予防策を意識して出来た。今後も継続していきたい。2 名 

・標準予防策を徹底した。e-learning も自分の身に置き替えて視聴できたので活かし 

ていきたい。 

・感染予防策を徹底した。一部抜けたこともあった。e-learning 勉強になっています。 

・標準予防策気を引き締めていきたい。ＮＣＵ倉庫・リネン室使いやすく、アメニティ 

も改善されて良かった。e-learning で学んだ事を活かしていきたい。 

・セットレンタルやリネン庫の整備など会議で意見を聞いてもらい良かった。消耗品の

管理なども見直していきたい。一つの事に集中したいが、日常業務をしながらだと手

がまわらない時もある。 

 

※本年度は標準予防策の徹底を目標に活動してきた。新型コロナウイルス対策もあり

それぞれが標準予防策を意識して取り組めた。また、患者さんのアメニティ用品の見

直しも再利用がなくなったことで感染予防にも繋がっている。次年度も看護補助者会

議基準に沿って、目標を決め取り組んでいきたい。 

 


